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熱．傳．導奉測定の誤差に關する一計算：

助手　小野寺眞作
　　（昭示ri　25年2ナ」・1｝．1受理〉

．S．）ome　Calculatie，nsi　on　the　lllil一）rroir　Caug．，　e（1　ln　the　Process

　　　　　　　　　　　（．）f　r　・’，leastirintt．”　1ptiermal　Concluctixity

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S，hinsal〈u　Onodeya

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　　　　Among　the　sesreral　na．ethods　of　mca，　suring　thermal　cond“ct｛vitsr，　the　so－calle（1　“comparlson　niethod”，

is　of　much　facility　and　reliable　in　precis｛on　iCor　th．e　material　“r｝｝ere　tl］e　thermal　condiictivity　takes

sinal！er　valtie．

　　　　Elo“rever，　t｝｝e　encl　effect　ow・ing　to　the　finite　extent　of　material　1）eing　inevitable，　difference　must

be　cong．　icleretl　between　the　true－value　ancl　thc　value　obt，iinecl　by　this　metl｝od，　tke　mag．　nitudq’　of　which

relates　nia｛nly　to　the　thickneEs－span　ratio　of　the　rneag．　urln．g　apparatus．

　　　　’1’hls　problem　was　forxnerly　investl．cr．．ated　1）y　’r．　Tanasaxva　for　the　plate－shaped　m’i，　terial，’but　the

study　refere｛1　only　to　some　special　cases．

　　　　In　this　paper，　the　t　uthor　treats　the　problem　for　g．　eneral　case　by　solving　a　two－body　problem・，　and

he　verifies　the　influence　of　temperature　g．　radient　in　heating　surface　upon　the　increase　of　the　error

theoreticaliy．　’1’he　conclusions　derisre（1　froin　the　solutio：g．　are　g．　hoivn　in　diagramg．　ready　for　prat　tical

use，　an（1　they　naturall．v　involv・e　the　ah，　ove　lnentioned　cases　of　Tanag．　a“ra．　一’

．t　緒

2．　？，1　：T一　，1，

3．　λ醤．a，”

4．　結

　　　　　　　自　　　　　次

　　　ll／・1

の揚合に劉する珈熱i衛瀧度勾灘の景多響　……

なる・一・胤と1’晦な毒勢合の「渓；繋　……r・・……………

　　　言…………・一・・一・一……・・…・…・一

C｝9

ei　’

7il

se

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L　緒　　　　　言

　　　　一一一舟lkにゴ呆温貝弓晶，　建著讐1．．IJ材．’6享に方寄；ナるカ§女1．iき上し｝ll交ド1勺丁玩V・禦蛭導導葬ミの才期．ご走：に二は，　ゴ三，！して言試＊斗に二撮三

常的な灘度勾配を生ぜしめる方法と，週期的熱流によって試料巾に温度1皮を生ぜしめて，その振嶋

シ戎差量傘うぐ歩よf疏孝こf：：1参乾よ　り鱗1＝1鱈づ『る“方沼ミ、とカ：あり，　そのう、ら得〔∫者にレま，　直輩妾禦』毒圭を：il．彰ヌヒし、て求める場合

と，　言試匪…斗を或る既ラ三｝．iの禦～｛専：葺導葬三の紅翼彗1響勿鷺蛍と上ヒ1鮫して）∫ζめる易｝イ｝、とカ：ある．．　このゴ｛受後の方お長力；，　一
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般に上ヒ較法と手簿せられ，實験が容易で，しかも精度も期待しれ｝る方法である．

　　この比較法によって熱博導率をli堕する場合には，使1胴灘類の精ぬて基づく不可遜的な誤差

の外に試料の大きさが有限であるため，測定毅．置の側面からの熱放散に基づく誤差をも考慮しなけ

ればならない．この方法では，試料の形が早面型

の場合と圓筒形の場合とがあるが，普通行われる

のは前者である．

　　即ち，この場合には第1i轟1に方量けるが如く，

カ｝1熱板1の土に二禦璽罫重導卒．既知（これを21とする）

なる基準板IIを置き，更に：その上に熱で專導…肇未

知（これを：るとする〉なる試斜枚IHを置いて，

次の如き計算によってたを求める．

　　今，基準板II及び試料IIIの厚さを夫k～！，

’

：” P

　1
一　一　一！r　．一　’t＝L－1一　L

　1　一
，づ／！

皿（λ2）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2・　　　3ξ陸田■，↓一　il（λ・）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　狂。まク　＿　　＼1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一　D　一一ii

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　1　圖

～2，面積をFとすれば，dt時閲に：：加熱板1か日出て墓畢板II及び試料IIIを通過する熱量9は，

　　　　　　o篇』1（τ一四鯖4孟．一一f｛t2．〈T・・一T・，）で、4｛．

　　　　　　“Lt　　　　11　　　　　　　　　～二三

　　’これより

　　　　　　2，，　＝・z，一ILL　tL．i　ff－r　Z9．　．．．．．，，．．・，・，．，・，．．．．．．．．．，．，．．．，．，．．．，．，．．，．．．．．，，，，．．．．．．．　（1）

　　　　　　　　　　ll　T2　一　T，，

　、T　‘　　　　　　　　　　　　然しながら，これは一次元熱傳：・導を假1定した上での計算であ

　　　　　　　　　　　　　　　つて，實際には側面から一一部の熱の逃げ去るために，T・，は一・次元

　　　　　　　　　　　　　　　の場合よりも低下する（第2岡参照）。今これを偽！とし，またそ

　　　　　　　　　　　　　　　の源度低下の量をε（Tg一・T＃〉とすれば，式（1）に於いて処の代

篭

。

　　　　　　　　　　　りに，より小なるTl）！を用うることにより，λ2は一・次元の場合よ

　　　　　　　　　　　りも大なる値を示すこと｛になる．この時のあを凝と1．，且つ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　2cs’．　ww　1　＝，：　e

　　　　　　　　　　　　．　z，

　　　　　　　　　　　　　とすれば，

第葛
Q「 Qe　・，・　一・・．，（1・の斗縫こ㍗引矧遽縁｝

　　≒1，（1＋，）＋，λジト町

　　　　　　　　　　Tl一処

∴e≒・
i1＋鴎π7㍉　Tl　一　T，）

一一@（2）
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　　著者は，．この場合につV・て，測定試料の画の大きさと厚さの比，試料と基準叡：の華薯1傳導率の比，

並びに試料と基if壕！i（の厚さの比が，この誤差に及ぼす影響につき理論的な槍討を行った．計算は試

料と基準板の境界lf！iの，申央軸心ぎqlを通る等温面が，側面より熱の放散の行われるζとによって如

何程1頃斜するかと雪うことに基づくものであるから，この際，力礫甑に軸心部より凋邊部に向かっ

て遊減する澱度勾配があれば，上記の等温面は一騒その纈斜を：」曾下し，これに俘なって誤差もまた

増加することになる．薯者はこの黙に關しても楡討を行ったが，紀蓮；の便宜．．ヒ，ますλi≒λ2なる

二普通の場合に：つLaて加熱函温度勾i配の影響を考慮し，しかる後に：為キあなる一・一・一般的な場合に樹す

る計算を行うこととした、

　　なお，この1菖1題中の一二のIll芋別な場合につV、ては，既に東北大學の棚浬泰氏の1ジ跣1）がある．

　　今第1圃に於いて，ント面板の内部に存在する直挫Dなる最大の剛を底とし，（li十ち）を高さに

持つ圓筒の下底をTlに：保ち，國筒側面及び上底をT：；とすれば，表薗の熱抵抗を無親した場合であ

るから側面の影響は最プくとなる．…次．節以下の計算1よこの圓面内の濾1度1分擁∫の式を，圓纂座標に：於け

る軸1封稔定常熱弱メ導の微分方稚式

　　　　　　E）fitt　一　　　　　　　　　　　　　　　　〇？tt　　　　　　　　　　　　Ou　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニニ0　 ・・・・・・…

@一・・・・・・…　一・一…　…・…　一…　『レ・・・…㌧（3）
　　　　　　pt，　’　一＃　一〇；t’　’　bi，

を郷くことによって求め，この解に基いて誤差eを決定せんとするものである．但しteは温度を

表わす．

　　　　　　　　　2．Al＝・1　．iの場舎に面する加熱面温度勾配の影響

　　加熱画の臆度勾i1魁の式に，　i次式

　　　　　　臨細隅）｛ぐゑyレ…”口●’川’●”一4”∵刷’

　　　　　　仙し，αは1より大ならざる常数とす．

を川うれば，醐題は微分方軽式（3）を境界條件

　　　　　　’＝o…鱗＋隅卜αCξy｝，｝

　　　　　　1・＝lt十i”，　u＝二鞠，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　篭
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f　　’　…■＋‘”辱’墜’
　　　　　　　　　　　　　Ott
　　　　　　　　　　　　　　　鵜。，　　　　　　r瓢0，
　　　　　　　　　　　　　∂プ

　　　　　　・．・鴛一’一．fr，・　　　　　　　1

1）ヂ鯵熱率測定｛搭の・j’法に敵る淡差1こ就て」，機鰻學顧誌，33懸』｛6肇號，325頁（昭5－9）’

（，1）

（　t・）



72　　　　　　　　　　　　　　　　小野轡　嵐　作

，の下に解くことに蹄薫ずる。原黙を箕．に移して認舜：を進めると，ます式⑥の第3式及び均等4式

より、

　　　　　　お　　　　　・FΣ（d・　c・・h〃＋β・・hlh〃）ノ轟・◆）

　　　　　　％＝1

　　　　　伽徽び踊紛緻傭・み（　　　DPn　”　　　2）司を齪す・姥で直・す・

次に式絢の第1式より

　　　　　愚婦）＋紳一・祷y｝

　　　　　　　　鳶痢云掛ジ／擁）←一博ア｝伽）rdt’

故に

　　　　　　　　2　　　　　鰐
　　　　　ム＝…．…エジ．．．ゾ…一一．……

　　　　　　　　…τ

　　　　　　一碍㍗1三号1融3幅号一勢1

　　　　　　　π罰鍛諾庸需川幅　㌢繊号窃

　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

　　　　　　　　　　　　Xl一’　’ua’D
　　　　　　　　　　　　Pn　””A”
　　　　　　　　　　　　　2
叉　　　式（5）の第2式より

　　　　b’n　＝＝　一　xdn　cotil　Pn　（II　十　1：・）

（）’ oゐ（考）｝・’乱紬｛1｝αでをy｝柵疏

（）2｛」，（毎号）1　（）（）∫姻dr｝

（1／1）”L’」i／／ie，］”’i’1，1／〉’｝／：”［“；；，：um，’”？L一”i（Pn”’？Lma）一7；，ifl，．，，t“，？．，．）（（Pn一’P2rm”）

・／・
i　　D1571　一一　　　2）一・（P・e－3プゐ（碍う｝1

故に

幽・’1・一・71．・蕩｛・Q・・P・1　一．・・四型・h・・〃｝

　　　　　　　　レ混　　　・砿（・・1の
　　　　笠．（　　　D戸パ・一　　　2〉ゐ（・雪丁）．ト（ん1算｛呂（ん．鋤㍉
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原黙を箕より0に戻し，且つ　r：一＝0，Z瓢llとすれば，

　　　　鮒織千2α輪唱・謡1澱穿籟

　　　　　　　　・「冨葬毒募＋講脚継）r1……（6）

斌に於いて・一驚一とす蝋

　　　　矧一門2，（r一丁・〉蕩藤調階21∫

　　　　　　　・［÷Fl書う玄醐＋÷商臨書うγ］（・）

勲一．．． P．な嚥

　　　　鯉一驚＋2（Tr鰯瓢1註黙孕準4）　s

　　　　　　　　・ド團袴デ紘覇呼量）ド1（8）

を得る・

　　11＝ちなる場合に封して式の及び（8）よりεを求め，これを（ll十研Dに封して嗣示すれ

ば第3！岡の如くになる．i嗣中の曲線④は加熱餌に：泓t度勾li．lj巳のなV・場・含，即ち式（6）に：於てα＝

0の場’合であり，1濾詑｛朋澤氏の解に碁1徴する．

　　叙上の計算結果より…ラ（の如く結論される。

　　i）　湘熱顧に：温度勾留のある場合には，力1満面が一・様な十度である場合に比してε（從って誤

差e）は塘加し，糟加の割合は（ll十三Dの小なる麗著しい．

　　ii）　この誤差の塘翻の総度を其艦的に知る海めに，たとえば，加熱面が回襟な温度である場合

に誤差eが1％（第3瞳iに示す如き場合，εに於いては0．5％）となる黙を一考えて見ると，温度勾配

のない場鯛・，（・1瑚D一吉曙・で・　＝一　O．・％（一α・％・とな・・斌（・）・・て・一一

とせるが如き瀧度勾1｝i巳があれば，この黙に：於けるεは1．9％（e＝3．6％）に｝1勃甲記，しかして湘度

勾配のある：場合にも，温度勾配のない場合と等しいεの値を保つ爲には，（1ビト1＝！）μ）は0．11でな

ければならぬことを：知る．
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ひブ　　　　0・2　　　　ひ3

　　　　　　　　　4、斗42
　　　　　　　　　　へ　
　　　　　　　　　D

　　鰯　3　圃

・叫

　　・側蠕姉ば，繍面・琳な澱で，且つ・，，一・，11一るな・嚇瑚D・・吉以

下であれば誤鵜・％以下に止められ・が試敵て・一1一とせ…如き激胤賜

たとえば申央：軸心部の温し度差が20℃，周邊部の温度差がユ6℃で，その中醐を2次曲線‘1勺に減少す

るような澱勾幽あれば，（11・＋・1、）IDが赤とならなけれ鰍芝脚％以下・はなし榊・・

となり，之は試験装置の大きさを2倍（llnear　dimensio1｝にて）にせねばならぬことを示す・

　　なおまた他の一・例として，第3i祠の曲線④及び⑬の中花の曲線を考えれば，中央：軸心部温

度寝が20℃，周邊部温度差が18℃の場合に，談茱を温度差が一一様に20℃の場合とii弓じ租度にと

どめるためには，試料及び基準板の大きさを

　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　ti　1．3－3
　　　　　　　　　0．15／0．2

より，1．3倍強にせねばならぬことも，上記の桝と同様に：して考察し得る・

　　　　　　　　　　　　3．λ1≒ろなる一般的な場合の課差

　　前節に於いて，加熱癖こ漏度勾醍のある場合に鋪罐度勾配のなv・場合よりも｝診ξ繋の塘加するこ

と，並びにその塘加の総度を，ゐ／’・・／／2，L｝なる場合について槍詞し．たから，以下本節に於いては冷ll軍

のために，擁熱iiillが一．一．・様な1磁度であるとむて計1算を進め，温鹿勾配のある場合は，この結果より1梅

節の計算に基づいて類推するにユhめる。
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　　　　　　　　　2・

22＝o　（

　　　f
£・二！l

αロ＝0

しし蓬＝：㏄昼

π（α・、入2）

丁　42　ト

・誰・κ澄
1（α∫，λ，） 4」

　　　　μ・＝τ雪　　　φ’
m… D　一一一一伽

75

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　4　圓

　　今基準板1及び試オ1斗Hに封ずる灘度分／］iの式を夫・々Ur及びU〃とし，原黙をT、に移して

考えることとすれば，問題は微分方稚）：k（3）を，圓板1に回しては

　　　　　・1∴　事∵’．し一ニ…一…．一＿（，）

　　　　　　。一デ駒…・　」

談た，園板IIに目しvこ：1．一h

　　　　　li∵’t／／一8g．’o，！一「一一

なる境界條件の下に解き，かくして得られた～々．及びttJtに含まれる合計2個の未定常数を，　Uf及

びu〃を，圓板1及びIIのお歪界而1＝1，に於ける條｛牛

　　　　　　縞誰＿。一｝一…・…∴一一

によって接績することにより決定することに：蹄せられる．

　　式（9吸び（・・）に於け・一・及びr　・一一9…幽する麟條1牛・り

　　　　　　　　　　　　　　　lt・＝Σ｝（a・　c・sh掃＋β・・i・h〃）・「・　〈Pnr）

　　　　　　　　’li轟．；1

　　　　　　　　　　　　　　　　f’∬1常Σ〈‘㌦cosh　Pnl十Dn　sinh　P，，1）ノ。（P・r）

　　　　　　　　’tttt」
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　　　　　　仙・論購・傭積分常凱補薬号）畑を許す・女・きイ直とす・

式（11＞より

　　　　　　A。　cosh　Pn～汁β。　sinh舷＝C。　cosh　P・nl！　＋エ）n　sinh　P、ll

　　　　　　A。　S；nh　P。i！　＋　B。　Cosh　P“11＝κ（G、　si韮ユhρ。～汁D，、　cosh　2bnlt＞

爾式より　1一κキ0　としてAn，　Cnを溝去すれば，

　　　　　　あ一三瓦二ρ趣重攣三曾・二麟ゆ畝～・

　　　　　　幽幽二2趣輯三」磐κρ・｝cotl髄

よつて

　　　　　　・’・黒｛一壷趣卿でr磐ゆゆ蝸・…毎・・瑞・蝋・｝聯）

　　　　　・一詳廻漏壷争二画Lρ9蝸・…酬恥・1疏・｝塘・

次に，式（9）．及び式（10）の第1式より

　　　　　　　　壽幽臓剛噸二蜥κ瓦）Cl岨庸）

　　　　　　　諜丁：一7奪

　　　　　　　＝一r2（　T，，）鉱三罫斜

及び

　　　　　　（BnwwDn｝　tanh　Pptll　rm　（Bn－ttD，“　coth　Pnll
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　cosh　Pei　〈ll　一1一　1：）　＋　Dn　sinh　tn　｛ll　一1”　IE）　＝　0

　　　　　　　　　　　　　1一　rc

これをBn及びDnに關して整頓すれば，

　　　　　一ゆ一一一一〆続｝謬）t・nh　’）nii

　　　　　　　一（・一一　t・・h2酬刀・・＋｛・一…h2〃汁（・一・）…h　P，i　（li＋i・）…1・〃・｝D・・…

これを解くと
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　　　距（，2．　〈1’i　一　Tt；〉　（1　rr．　ir，＞Pガ3．）ノj・　（P・．号）㎞煮て蝋ら士（㌃碗幽曝瞬醗

　　　砺ぜ罪）醤デ郵獄門）『　　　｛12）

　　　｛fll．L　A　＝：’：m　（［［．　一　t，t）　tanh　P．li　｛　（！一　t；）　tanh　P．li　＋　（A’　ta，　nhL’　Pnli　一1）　t；　nh　25n　（li　＋IL））　｝

ジ（に

　　　　　一州て呼野ガプ晒布婦ノ畷胆E一’

　　　　　一・〆1警3翁鋤幽伽h轡ト幽

赦に

　　　　　　κ（B，、一1），、／tanh？1・（．f．．二．照・・r∬ρ・・1、．整9圭1きρπノ

　　　　　　　　　　　　　1一　te

　　　　　一・一（2　（T，　一　T，〉　（1　一　ff）毎3うA（拓号）蝉姻4麺野出璽毎ろ｝

　　　　　　（刀，、一D，、l　ta1紳必＝（刀艶ゴ｛ρ・ゆtiL禍、．
　　　　　x　一一，一　’r一一…一一”””’一一一一’um”’／”’一iun－k’wwt’tT’Lww’一’M’””””””’　’’’”　’　’

　　　　　＿＿別711二郷）（1：κ）．．．卿》沁Z乳蜘療．P・・（（i±位！⑳童ヲ，・ら二二1！

　　　　　7（　　DPn　一”n　”　　　2）《《号）　　　」

故に：　求むる解は

衝一2隅闘 ]勇職号）璽野［柄M＋嫌㎡綱

　　　　＋（・一・）・…〃1｝…h・Pn・＋｛・一…h2〃・＋（・一・）・・畝躍）・…P・li｝・…小13）

一一2（三一聴ﾊ勇貿拓÷）禦＠h醐剛嗣醐
　　　　＋卜・・nh・〃・）・1・h〃｝一一…・…・一・…一…・・一・一一…・……・……蘭
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興鍋より。嫉・・　・9・つ・戴～ヨ・とす繊・

　　鴛＝（腕；1、　　　　　　　　　　　・

　　　　＝聯畑ゑ（　　　D布一．．一　　　2）牙てit｝一・J洲㎞細幽一1）

　　　　　＋　（1一　k）　tanh　p．li＋　tanh　P．li　｛　ic－tanhg　pnl！　＋　（1　一　tf）　tanh　Pn　〈1！　＋12＞　tanli　finli　］・　］

’一処＋2（矧

　　　　　　　　　　　　。醐嘱．伽り・鮭ち！蜘｝ウ距ス｝土ゆ醐転鰍幽・Z赴
　　　　　　　　　　　　　　t・nh　P。lf｛！レκ1翻・〃汁（A・・ta・h2　Pnl一1）tanh酬ZI＋1，1｝

　　　　諏2（T・　ny　T・s）£石部ナぴ121ry

　　　　　　　　　　　　×　一．．　tL！　．．．．rmtttt　ttt　tt　t　t．　t．　．　．　．．　t　t．　t　tttttttttttttttttttttttttt　ttt；ttttttttttttwwtt．t．．．．nt．．t　ttt．t．t　t．ttt．．　．．一　tt．tt　ttt一

　　　　　　　　　　　　　　…h〃11＋r去画動ψ・ノ邸π憩ゆ酬1±～・転担1！h拓Z・あ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tatih　ppt　〈li　一F・　IL，）　一　tanh　／，ngi

　　　　場＋2（矧蒸室y依二幅）轡臨弄蝋廉‘””’（15）

　　　＝　（aJI）r＝o

　　　　　　g一＝lf

　　以上の計算に：於いては1一κiEOとして取り扱って來たが，次に：1一κ瓢0，即ち7，1瓢み

の場合を考えると，最早圓板1及びHに蜀して別個の解を求める必．要はなく，國板1及びIIを

均質且つ一・燈と考えた場合たる概睾氏の解が求むるものであるが，これはまた式〈15＞に於いて

κ寓1と避くことによっても求められる故，1一κキ0として求めた式（15）は1一κ＝Oの場合

にも適用し得ることを知る．

　　なおまた・棚澤氏の論丈に於ける，氏の所謂誤漏款のゴ湯合に蜀する解も，式（15）1’c於v・て

ん＝＝1と置くことによって得られることは明らかである．

　　式（・・）に基づ・…て・蝋（・）によって・鵬・・れらの｛げ・彗及び噸灘・し

て墨引・て㈱示すれば第5賊得・・第鋼に方急いて最も必要・される・叉はeの・1・な

る部1分を損大して示せば第6瞬の如くである・なお式（2）は近似式であり・εの大きな場合には

過小な位を輿えるので，第5岡の一一一一部は了Eしくない仇を示しているが，實際に必要な第6國の郵屯

園内では充分な精度を有する．

　　骸上の結果より次の狛く結論される，



熱濫掘拳測陀の談差に配する一計算 79

250r’

2eo

、¢

ﾘ
1脚

se

kl　W 狽撃 　irt　1

彫1の

e．

ik

i

p．g

o

e

9

0

o

5

　　　L　L　「　一　　　　　　　　　　　　　　　　　曜　一　．　一　｝1

ﾆ璽、�

8‘、κ　κ�

　�
ε、�

κ＝05　「1

ﾈ・L　

ﾈ；2一・一．�

引9～　

@　勘　　　　潜

＝1　

ﾈ二2

　｝　　　一　　　一　　　　　　　　　｝� 　　　　｝　　　　一　　　　一� 　　　　　　　　…　　　　　　　　　　嚇� 　　一　　｝．　　　　　　一　　　　

　碑

　　5　圃

　　　　　8

1％以内にとどめ得燈万鱒のf蔽示≠

　6
e；

　今2

1S

　轟
　姦．2⊃
　ぞr

號・∫

2

� �

�

禁へ
u�

’　　£

”　

p　5�
�

� 　ク　

N

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　づ　　　　　　び05　　　　0・1　　　　0・fs

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tt望，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一殉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　D

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　6　圃

）一知 mt，・　a．・任・酬・醐鰯膨騨・i中嘱緬・轍・・くであ・・

e瓢！％なる示：、三線を：引けば，この：駅ン1㍉線と各｝lk線との交黙は，夫々の場合に：封ずる，三幅

　　　　　　　　　　　　ti
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　　ttたとえば，λ置；＝02　kcal／mh℃なるベークラfト板を基準板と1．．て7，2嵩。．1　kcalfmAi℃なる

保瀾繍す嚇（．＝　12　ev一．　o．or　　　ム）一影鋤ならば

　　　　　　　　　　　li　．　1“
　　　　　　ttt　　㎜万『〈…訪馳

、の時に誤差を1彫以下になし得ることとなる．岡中の曲癌1上になV・任意の黙に！野しても，内挿法

によってこの限界を完めるととが出回る．

　　・）一・ii　・）大な羅・㈱・傾斜・勒げ・ので弟・肌く鞠しても羅鰭・〈・韓加

することがある．

　　iii）第6圃に示すのは：加熱而に温度勾醜のない場・合であるが，温度勾配のある場合に：も，前節

の第3圃及びこれに封ずる弁明より，その影響を容易に類推することが出費る．勿論，式（15＞に封

してカll直面温度勾配の影響を：加味することもまた容易である．

　　　　　　　　　　　　　　　　　4．結　　　　雷

　　比較法によって熱博導；率を：測定する際（虚語型虚夢トの場合）に生する，測定装置の大きさがイ∫

限：なることに基づく談謙i，並びに：カil熱心の温度勾配がこの誤鶉の大きさに及ぼす影響を理論的に槍

討して，第6囲及び第3圏に示せるが如き結果を得た．しかしてこの結果には，かつて棚澤氏

の研究された二三の特別なる場合に封ずる解を：含むものである．

　　終りに，維始御懇切なる御産鐘と獅指導とを賜った大賀敏授並びに齋藤助教授，また種々イ∫補

なる御助言を戴いた研究室の堀環写夫氏，これらの方7〈に深甚なる感謝の意を表わす次第である・


